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序
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
研
究
は
す
で
に
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
日
本
で
は
管
見
の
限
り
ま
だ
概
説
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
、
同
研
究
の
流
れ
や
現
状
な
ど
を
こ
こ
で
概
観
し
て
お
き
た
い
。
一
　
二
十
世
紀
末
ま
で
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
研
究
の
流
れ
は
、
学
芸
の
進
歩
や
そ
れ
に
伴
う
研
究
方
法
の
変
化
と
け
っ
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
今
日
的
な
意
味
で
研
究
と
呼
べ
る
も
の
が
出
現
す
る
の
は
十
九
世
紀
も
末
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
著
作
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
主
要
な
施
設
で
は
、
着
工
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
巡
礼
者
用
の
案
内
書
（
今
日
で
は
こ
れ
ら
自
体
も
研
究
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
）
が
出
版
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
に
類
す
る
最
初
の
も
の
は
案
内
書
や
信
心
書
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
ず
、
一
五
一
四
年
に
、
著
者
不
詳
の
詩
的
な
『
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
山
上
の
キ
リ
ス
ト
御
受
難
の
カ
ピ
ー
ト
ゥ
リ
、
す
な
わ
ち
ミ
ス
テ
ー
リ
に
就
い
て
』（
１
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
山
上
に
建
設
さ
れ
て
い
た
施
設
に
関
す
る
現
存
す
る
最
古
の
案
内
書
で
あ
る
。
次
い
で
Ｆ．
セ
サ
ッ
リ
も
、
一
五
六
六
、
七
○
、
八
七
年
に
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
に
関
す
る
案
内
書
（
２
）
を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
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イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
小
史
関
　
根
　
浩
　
子
ら
は
、
一
五
一
四
年
の
案
内
書
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
最
古
の
史
料
と
し
て
研
究
者
に
利
用
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
に
入
っ
て
も
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
案
内
書
は
出
版
さ
れ
続
け
た
。
Ｇ．
Ｂ．
フ
ァ
ッ
ソ
ラ
の
『
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
、
も
し
く
は
聖
墳
墓
』（L
a
nuova
G
ierusalem
m
e
o
sia
il
Santo
Sepolcro
di
V
arallo,
B
orgosesia,1671
）
や
、
Ｆ．
ト
ロ
ッ
テ
ィ
の
『
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
の
歴
史
』（H
istoria
della
N
u
ova
G
ierusalem
m
e,
M
ilano,
1686
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
案
内
書
の
出
版
は
、
そ
の
後
十
九
世
紀
に
再
び
増
加
し
、
Ａ．
Ｍ．
ウ
ッ
ツ
ィ
ー
ノ
（
一
八
○
九
年
）
や
Ｇ．
ボ
ル
デ
ィ
ガ
（
一
八
三
○
年
）、
Ｍ．
ク
ー
ザ
（
一
八
五
七
年
）、
Ｆ．
ト
ネ
ッ
テ
ィ
（
一
八
七
一
年
、
一
八
九
一
年
）
ら
（
３
）
が
、
巡
礼
者
の
案
内
役
を
果
た
し
た
。
オ
ル
タ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
つ
い
て
は
、
Ｄ．
Ｇ．
ジ
ェ
メ
ッ
リ
の
『
オ
ル
タ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
』(IlSacro
M
onte
d’O
rta,N
ovara,1770)
な
ど
が
、
ま
た
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、
ゴ
タ
ル
ド
・
ダ
・
ポ
ン
テ
の
『
山
上
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
の
創
設
と
献
堂
』
や
、
Ｐ．
モ
リ
ー
ジ
ャ
の
『
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
を
見
下
ろ
す
至
福
の
山
の
聖
母
の
縁
起
』
な
ど
の
案
内
書
（
４
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
案
内
書
は
、
挿
図
が
版
画
か
ら
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
そ
し
て
カ
ラ
ー
写
真
へ
と
変
え
ら
れ
た
り
、
内
容
が
更
新
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な
性
格
は
変
え
ら
れ
ず
に
、
今
日
で
も
断
続
的
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
比
べ
て
、
そ
の
他
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
で
は
、
案
内
書
の
出
版
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
、
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
研
究
書
的
な
著
作
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
研
究
誌
上
で
も
施
設
や
史
料
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
個
々
の
施
設
の
変
遷
は
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
記
述
は
ま
だ
地
方
史
的
な
解
説
の
域
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
著
作
や
施
設
・
史
料
紹
介
と
し
て
は
、
ま
ず
、
Ｐ．
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
が
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
に
つ
い
て
著
し
た
『
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
』（IlSacro
M
onte
diV
arallo,Varallo,1909
）
と
、『
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
│
美
術
作
品
の
起
源
と
展
開
』（IlSacro
M
onte
di
V
arallo.
O
rigine
e
svolgim
ento
delle
O
pere
d’A
rte,
Varallo,
1914
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
特
に
後
者
は
、
そ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
史
料
を
数
多
く
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
施
設
の
成
立
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
変
遷
の
過
程
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
今
日
で
も
同
施
設
の
基
本
文
献
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
既
述
の
最
古
の
巡
礼
案
内
書
や
そ
れ
に
続
く
貴
重
な
案
内
書
群
の
紹
介
、
並
び
に
文
献
一
覧
の
作
成
や
紹
介
を
行
っ
た
Ａ．
ド
ゥ
ー
リ
オ
の
仕
事
も
重
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要
な
も
の
で
あ
ろ
う
（
５
）
。
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
に
対
し
て
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
や
ド
ゥ
ー
リ
オ
が
果
た
し
た
役
割
を
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
施
設
に
対
し
て
果
た
し
た
の
は
、
同
地
の
修
道
院
長
を
務
め
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
神
父
の
Ｆ．
ギ
ラ
ル
デ
ィ
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
○
年
ま
で
の
間
に
著
し
た
多
く
の
著
書
や
史
料
紹
介
、
論
考
が
存
在
し
て
い
る
（
６
）
。
ま
た
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
の
巡
礼
施
設
に
対
し
て
は
、
Ｍ．
サ
ル
ト
リ
オ
が
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
（
７
）
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
巡
礼
施
設
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
紹
介
の
例
は
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。
あ
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
単
独
で
掘
り
下
げ
た
著
作
や
史
料
紹
介
的
論
考
に
続
い
て
、
複
数
の
施
設
を
一
緒
に
取
り
上
げ
た
著
作
も
こ
の
頃
か
ら
増
加
し
始
め
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
イ
タ
リ
ア
人
自
身
よ
り
も
外
国
の
旅
行
家
や
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
美
術
的
、
建
築
的
、
文
化
的
、
ま
た
、
民
俗
的
、
人
類
学
的
検
証
と
い
っ
た
、
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
行
わ
れ
る
批
判
的
研
究
へ
の
道
を
整
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
く
は
、
Ｂ．
マ
ニ
ー
ノ
が
、
十
七
世
紀
前
半
に
、『
ア
ロ
ー
ナ
の
聖
カ
ル
ロ
、
オ
ル
タ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
を
見
下
ろ
す
聖
マ
リ
ア
、
並
び
に
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
就
い
て
』（D
escrittione
de
Sacri
M
onti
di
S.C
arlo
d’A
rona,
di
S.Francesco,
d’H
orta,di
Santa
M
aria
sopra
V
arese
e
diV
arallo,M
ilano,1628
）
に
お
い
て
複
数
の
施
設
を
扱
っ
て
い
た
が
、
こ
の
種
の
近
代
的
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
Ｓ．
バ
ト
ラ
ー
の
有
名
な
ふ
た
つ
の
著
作
、『
ピ
エ
モ
ン
テ
と
テ
ィ
チ
ー
ノ
州
の
高
山
と
巡
礼
施
設
』
（A
lps
an
d
Sanctuaries
of
Piem
ont
and
the
C
anton
T
icin,
London,1881
）
と
、『
奉
納
像
│
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
と
ク
レ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
美
術
作
品
に
つ
い
て
の
美
術
的
研
究
』（E
x
voto.
Studio
artistico
sulle
opere
d’arte
del
Sacro
M
onte
di
V
arallo
e
di
C
rea,
N
ovara,
1894
）
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
も
、
Ｐ．
ゴ
ル
ト
ハ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
複
数
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
扱
っ
た
『
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
と
オ
ル
タ
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
の
聖
な
る
山
』（D
ie
H
eiligen
B
erge
V
arallo,
O
rta
und
V
arese,
1908
）
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
、
正
確
な
平
面
図
や
写
真
等
を
掲
げ
て
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
群
を
紹
介
し
た
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
質
の
高
い
著
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
若
干
遅
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
Ｌ．
ジ
レ
が
、
一
九
二
八
年
に
『
オ
ル
タ
―
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
―
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
の
聖
な
る
山
の
な
か
で
』（D
ans
les
M
ontagnes
Sacrées
O
rta
―V
arallo
―V
arese,Paris
）
を
著
し
て
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
群
を
紹
介
し
た
。
複
数
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
同
時
に
紹
介
、
検
証
す
る
と
い
う
方
法
は
、
そ
の
後
も
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
Ｐ．
Ｃ．
ブ
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ル
ッ
ク
ス
（
一
九
七
四
年
）（
８
）
や
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
が
輩
出
し
た
碩
学
の
一
人
、
Ｒ．
ウ
ィ
ッ
ト
カ
ウ
ア
ー
の
論
考
（
一
九
七
八
年
）（
９
）
な
ど
も
こ
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
Ｇ．
ク
ブ
ラ
ー
の
論
考
（
一
九
九
○
年
）（
10
）
に
至
っ
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
南
米
の
複
数
の
巡
礼
施
設
の
比
較
検
証
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
二
十
世
紀
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
Ｖ．
ヴ
ィ
ア
ー
レ
や
Ｒ．
ロ
ン
ギ
、
Ｇ．
テ
ス
ト
ー
リ
、
Ｍ．
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
、
Ｌ．
マ
ッ
レ
、
Ａ．
Ｍ．
ブ
リ
ツ
ィ
オ
、
Ｎ．
ガ
ブ
リ
エ
ッ
リ
、
Ａ．
Ｃ．
ム
ラ
ー
ト
、
Ｍ．
Ｌ．
ガ
ッ
テ
ィ
・
ペ
レ
ル
、
Ｓ．
ラ
ン
ジ
ェ
と
い
っ
た
、
北
イ
タ
リ
ア
の
当
時
の
気
鋭
の
研
究
者
（
11
）
は
、
特
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
期
に
か
け
て
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
の
建
設
や
堂
内
の
装
飾
に
携
わ
っ
た
建
築
家
や
美
術
家
、
並
び
に
彼
ら
の
作
品
に
関
す
る
批
判
的
検
証
と
文
献
学
的
掘
り
下
げ
を
行
っ
て
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
や
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
・
ア
レ
ッ
シ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ン
リ
ー
コ
、
タ
ン
ツ
ィ
オ
・
ダ
・
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
、
モ
ラ
ッ
ツ
ォ
ー
ネ
と
い
っ
た
偉
大
な
芸
術
家
を
再
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
は
、
歴
史
的
、
礼
拝
的
施
設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
的
、
建
築
的
、
都
市
的
総
体
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
○
年
代
に
入
る
と
、
ア
レ
ッ
シ
の
手
稿
本
で
あ
る
『
ミ
ス
テ
ー
リ
の
書
―
ヴ
ァ
ル
セ
ー
ジ
ア
の
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
都
市
計
画
的
、
建
築
的
、
そ
し
て
造
形
美
術
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（1565-1569)
』（L
ibro
dei
M
isteri.
P
rojetto
di
pianificazione
urbanistica,
architettonica
e
figurativa
del
Sacro
M
onte
diV
arallo
in
V
alsesia
(1565–1569)
）
が
凸
版
印
刷
で
出
版
（
一
九
七
四
年
）
さ
れ
た
の
を
機
に
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
に
新
た
な
傾
向
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
建
築
的
、
都
市
的
形
成
の
解
明
を
試
み
る
点
で
共
通
す
る
厳
密
な
研
究
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
主
要
な
研
究
者
と
し
て
は
、
Ｃ．
デ
ビ
ア
ッ
ジ
や
Ａ．
ボ
ッ
シ
、
Ｐ．
Ｇ．
ロ
ン
ゴ
、
Ｇ．
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
論
考
や
貢
献
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
れ
ら
に
言
及
し
た
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
12
）
。
二
　
ア
ル
プ
ス
以
北
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
や
十
字
架
の
道
研
究
と
近
年
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
視
点
を
合
わ
せ
た
研
究
の
流
れ
の
他
に
、
そ
れ
ら
に
も
関
わ
る
別
の
研
究
の
流
れ
も
こ
こ
で
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
サ
ク
ロ
・
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モ
ン
テ
」
の
定
義
に
も
関
係
す
る
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
」
や
「
十
字
架
の
道
」
な
ど
の
形
成
・
発
展
に
関
す
る
研
究
の
流
れ
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
以
北
で
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
の
基
礎
は
す
で
に
二
十
世
紀
初
頭
に
ほ
ぼ
固
め
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
者
の
間
で
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
、
二
十
世
紀
の
第
４
四
半
期
に
入
る
ま
で
脚
註
に
す
ら
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
研
究
書
に
は
、
お
そ
ら
く
は
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
と
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
同
一
視
す
る
伝
統
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
主
要
な
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
が
き
ま
っ
て
挿
入
さ
れ
て
一
緒
に
考
察
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
以
北
の
巡
礼
施
設
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ｈ．
サ
ー
ス
ト
ン
が
著
し
た
『
十
字
架
の
道
』（T
he
Station
of
the
C
ross,London,1906
）
と
『
十
字
架
の
道
の
史
的
研
究
』（É
tude
historique
sur
le
C
hem
in
de
la
C
roix,
Paris,
1907
）
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
閲
覧
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
文
献
名
を
挙
げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
著
作
は
後
代
の
研
究
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
十
字
架
の
道
に
関
し
て
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
施
設
も
言
及
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
Ｋ．
Ａ．
ク
ネ
ラ
ー
も
、
サ
ー
ス
ト
ン
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
十
字
架
の
道
信
仰
を
西
欧
を
視
野
に
お
い
て
歴
史
的
に
跡
付
け
よ
う
と
し
て
『
十
字
架
の
道
信
仰
の
始
原
か
ら
完
成
ま
で
の
歴
史
』（
一
九
○
八
年
）
を
著
し
た
。
彼
の
こ
の
緻
密
な
意
義
深
い
研
究
は
三
部
（「
十
字
架
の
道
の
前
史
と
予
兆
」、「
十
字
架
の
道
信
仰
の
発
達
」、「
十
四
留
の
発
展
」）
に
分
か
れ
、
章
と
し
て
は
７
章
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
の
第
２
章
（
西
洋
に
お
け
る
エ
ル
サ
レ
ム
）
に
は
イ
タ
リ
ア
の
「
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
山
（der
M
onte
Varallo
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
、
彼
に
よ
っ
て
西
洋
に
お
け
る
も
っ
と
も
有
名
な
「（
代
用
の
）
エ
ル
サ
レ
ム
」（
括
弧
は
稿
者
に
よ
る
）
の
建
設
例
と
さ
れ
て
い
る
（
13
）
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
後
の
、「
ド
イ
ツ
美
術
史
研
究
」
叢
書
の
三
一
三
巻
に
収
め
ら
れ
た
Ｅ．
ク
ラ
マ
ー
の
『
十
字
架
の
道
と
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
―
歴
史
的
・
建
築
史
的
分
析
』（
一
九
五
七
年
）
に
は
、
今
度
は
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
だ
け
で
な
く
、
ク
レ
ア
や
オ
ル
タ
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
、
オ
ロ
ー
パ
、
グ
ラ
ー
リ
ア
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
主
要
な
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
が
言
及
さ
れ
、
そ
の
他
の
国
々
の
巡
礼
施
設
と
一
緒
に
総
合
的
に
紹
介
、
分
析
さ
れ
て
い
る
（
14
）
。
こ
の
よ
う
な
ア
ル
プ
ス
以
北
に
お
け
る
研
究
方
法
や
研
究
姿
勢
は
、
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
学
ん
だ
Ｌ．
ア
ン
ダ
ー
ガ
ッ
セ
ン
の
よ
う
な
最
近
の
研
究
者
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
か
つ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
あ
っ
た
南
チ
ロ
ル
の
カ
ス
テ
ル
ロ
ッ
ト
（
カ
ス
テ
ル
ル
ー
ス
、
現
イ
タ
リ
ア
領
）
の
121
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
を
中
心
に
論
じ
た
論
考
（
一
九
九
○
年)
（
15
）
に
お
い
て
、
彼
は
、
カ
ス
テ
ル
ロ
ッ
ト
の
施
設
の
紹
介
に
先
立
ち
、
南
チ
ロ
ル
に
建
設
さ
れ
た
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
や
十
字
架
の
道
の
複
合
体
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
建
設
さ
れ
た
類
似
の
施
設
群
（
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
含
む
）
と
類
型
的
に
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
系
譜
上
に
定
位
し
よ
う
と
し
た
。
次
い
で
、
Ｗ．
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
西
欧
の
み
な
ら
ず
中
欧
ま
で
含
む
視
野
の
下
に
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
（
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
含
む
）
の
現
象
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
」
と
題
し
た
論
考
（
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、「
…
…
以
下
の
章
は
、
西
欧
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
の
完
全
な
歴
史
も
統
計
も
提
供
し
え
て
は
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
国
に
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
に
関
す
る
総
論
が
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
記
述
は
、
明
白
な
叙
述
が
可
能
な
若
干
の
国
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
形
成
の
偉
大
な
発
展
の
系
譜
を
示
す
に
留
ま
っ
て
い
る
」（
16
）
と
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
述
べ
る
こ
と
で
、
彼
は
、
各
国
に
お
け
る
総
括
的
研
究
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
全
欧
的
研
究
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
婉
曲
に
呼
び
か
け
、
今
後
の
研
究
に
方
向
を
示
し
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
南
欧
の
イ
タ
リ
ア
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
巡
礼
施
設
や
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
、
並
び
に
そ
の
方
法
に
対
し
て
、
二
十
世
紀
も
第
４
四
半
期
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
関
心
を
向
け
始
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
管
見
の
限
り
、
Ｃ．
デ
ビ
ア
ッ
ジ
の
『
創
設
か
ら
五
世
紀
後
の
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
―
問
題
と
研
究
』（
一
九
八
○
年
）
と
題
さ
れ
た
著
書
（
17
）
の
な
か
に
最
初
に
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
の
言
及
は
、
十
五
世
紀
中
頃
か
ら
「
十
字
架
　
の
　
道
行
き
カ
ン
ミ
ー
ニ
・
デ
ッ
ラ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
」、
な
い
し
は
「
苦
し
み
の
道
ヴ
ィ
ア
・
ド
ロ
ロ
ー
ザ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
種
類
の
聖
地
の
模
造
形
態
が
ゆ
っ
く
り
と
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
模
造
形
態
と
イ
タ
リ
ア
の
施
設
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
考
察
せ
ず
に
、
逆
に
、
そ
う
し
た
新
形
態
と
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
と
の
相
違
の
考
察
の
方
に
力
点
を
置
い
た
。
続
い
て
、
特
に
、「
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
イ
ー
ミ
か
ら
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
ま
で
―
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
考
案
と
演
出
」（
一
九
九
六
年
）
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
デ
ビ
ア
ッ
ジ
と
は
別
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
、
西
欧
に
出
現
し
始
め
た
新
し
い
模
造
体
に
再
び
言
及
し
た
の
は
Ｇ．
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
イ
タ
リ
ア
外
で
十
五
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
複
数
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
の
模
造
体
と
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
や
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
イ
タ
リ
ア
の
模
造
体
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
他
、
西
欧
に
お
け
る
連
続
的
な
「
留
」
　
　
　
ス
タ
チ
オ
　
　
　に
よ
る
複
合
体
の
建
設
122
の
流
行
や
、『
霊
の
通
り
』（G
eistlich
Strass,
N
orim
berga,
1521
）
な
ど
の
受
難
書
や
信
心
書
（
挿
絵
と
し
て
版
画
が
挿
入
さ
れ
た
）
の
普
及
が
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
と
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
施
設
に
加
え
ら
れ
た
付
加
や
改
造
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
（
18
）
。
し
か
し
、
彼
ら
の
研
究
は
、
イ
タ
リ
ア
外
の
十
五
世
紀
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
模
造
体
を
、
イ
タ
リ
ア
の
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
と
関
わ
り
の
あ
る
同
時
代
の
複
合
的
巡
礼
施
設
と
し
て
指
摘
す
る
か
、
一
緒
に
考
察
す
る
必
要
性
を
説
く
に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
の
他
の
国
々
の
複
合
的
巡
礼
施
設
と
と
も
に
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
、
わ
ず
か
に
遅
れ
て
イ
タ
リ
ア
に
も
登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ク
レ
ア
自
然
公
園
・
調
整
地
区
の
、
Ａ．
バ
ル
ベ
ロ
所
長
率
い
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
と
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
、
並
び
に
複
合
的
巡
礼
施
設
の
ア
ト
ラ
ス
の
資
料
セ
ン
タ
ー
（C
en
tro
di
D
ocum
en
-
tazione
dell’A
tlante
dei
Sacri
M
onti,
C
alvari
e
C
om
plessi
devozionalieuropei
）」
が
、
一
九
九
六
年
に
本
格
的
な
取
組
み
と
し
て
開
始
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
調
査
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
調
査
表
（
１．
歴
史
的
デ
ー
タ
、
２．
管
理
・
運
営
の
デ
ー
タ
、
３．
資
料
、
か
ら
成
る
）
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
計
二
千
に
及
ぶ
公
的
機
関
に
送
付
し
て
記
入
後
返
信
し
て
も
ら
い
、
類
似
施
設
の
存
在
の
有
無
や
現
状
な
ど
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
た
。
ま
た
、
当
該
施
設
に
関
す
る
文
献
や
写
真
資
料
な
ど
が
あ
る
場
合
は
返
信
時
に
同
封
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
資
料
や
情
報
の
収
集
に
も
努
め
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
一
年
に
は
、
回
収
さ
れ
た
千
八
百
十
二
件
の
調
査
表
と
、
協
力
者
か
ら
得
た
チ
ェ
コ
共
和
国
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
の
施
設
に
関
す
る
情
報
を
基
に
、
膨
大
な
数
の
複
合
的
巡
礼
施
設
の
場
所
を
示
し
た
地
図
を
添
え
て
、
調
査
結
果
の
一
部
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
が
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
と
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
、
並
び
に
複
合
的
巡
礼
施
設
の
ア
ト
ラ
ス
』
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
リ
ノ
大
学
と
提
携
し
て
、
世
界
各
地
か
ら
専
門
家
を
招
き
、
諸
宗
教
と
各
宗
教
の
巡
礼
施
設
の
類
似
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
宗
教
と
聖
な
る
山
」(R
eligioni
e
Sacri
M
onti
）
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
（
二
○
○
四
年
）
し
、
そ
の
視
野
を
世
界
の
宗
教
や
巡
礼
施
設
に
ま
で
向
け
つ
つ
あ
る
（
19
）
。
し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
こ
の
よ
う
に
画
期
的
な
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
は
批
判
的
な
見
解
を
示
す
者
も
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
ト
ル
に
同
じ
よ
う
に
「A
tlante
」
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
二
○
○
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
ル
プ
ス
南
麓
地
帯
の
サ
ク
123
ロ
・
モ
ン
テ
の
ア
ト
ラ
ス
』
は
、
二
○
○
一
年
刊
行
の
ア
ト
ラ
ス
を
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
し
か
挙
げ
て
い
な
い
点
や
、
異
な
る
文
化
的
伝
統
に
属
す
る
十
字
架
の
道
や
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
等
の
類
似
施
設
を
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
と
一
纏
め
に
し
て
い
る
点
を
理
由
に
不
適
切
だ
と
し
（
20
）
、
そ
う
し
た
類
似
施
設
と
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
と
の
相
違
点
を
さ
ら
に
幾
重
に
も
列
挙
し
て
い
る
（
21
）
。
し
か
し
、
先
行
の
ア
ト
ラ
ス
の
付
録
の
地
図
上
に
は
、
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
全
州
の
施
設
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
し
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
そ
の
他
の
類
似
施
設
と
一
纏
め
に
し
た
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
む
し
ろ
後
者
の
ア
ト
ラ
ス
側
の
批
判
の
方
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
ア
ル
プ
ス
以
北
の
研
究
の
流
れ
を
考
慮
し
て
い
な
い
上
、
十
字
架
の
道
に
つ
い
て
も
確
定
さ
れ
た
十
四
留
の
道
だ
け
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
で
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
ア
ト
ラ
ス
に
見
ら
れ
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
観
や
研
究
方
法
の
相
違
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
タ
リ
ア
人
同
士
の
見
解
の
相
違
と
い
う
よ
り
は
、
旧
来
の
イ
タ
リ
ア
的
な
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
観
や
研
究
方
法
の
伝
統
と
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
そ
れ
ら
と
の
相
違
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
　
日
本
に
お
け
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
日
本
で
は
ご
く
最
近
ま
で
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
が
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
早
く
か
ら
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
価
値
を
高
く
評
価
し
、
そ
れ
を
日
本
で
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
坂
本
満
氏
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
「
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
―
民
衆
的
バ
ロ
ッ
ク
の
彩
色
群
像
」
と
い
う
題
目
の
口
頭
発
表
（
一
九
八
九
年
）
を
通
し
て
行
わ
れ
た
（
22
）
。
同
氏
は
、
そ
の
後
も
、
東
洋
の
代
用
巡
礼
建
築
や
代
用
巡
礼
地
の
諸
例
に
類
す
る
西
欧
の
例
と
し
て
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
を
挙
げ
た
論
考
（
一
九
九
四
年
）（
23
）
な
ど
を
発
表
し
て
紹
介
に
努
め
て
き
た
が
、
そ
れ
は
現
在
に
も
及
ん
で
い
る
。
現
実
性
と
生
々
し
い
再
現
力
を
も
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
の
産
物
で
あ
る
プ
レ
セ
ピ
オ
と
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
群
像
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
史
学
の
大
芸
術
、
ハ
イ
・
ア
ー
ト
偏
重
か
ら
平
明
に
説
い
て
今
後
の
美
術
史
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
再
考
を
促
し
た
の
は
ご
く
最
近
（
二
○
○
四
年
）
の
こ
と
で
あ
る
（
24
）
。
124
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
紹
介
は
、
若
干
の
翻
訳
を
通
し
て
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
や
ロ
ー
マ
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
Ｍ．
プ
ラ
ー
ツ
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
バ
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
論
文
集
（
一
九
七
五
年
）
は
、
若
桑
み
ど
り
氏
ら
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
『
官
能
の
庭
―
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
・
エ
ン
ブ
レ
ム
・
バ
ロ
ッ
ク
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
（
25
）
、
同
書
の
第
五
部
（
バ
ロ
ッ
ク
の
宇
宙
）
に
は
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
に
関
す
る
「
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
礼
拝
堂
」（
上
村
清
雄
氏
訳
）
と
題
さ
れ
た
論
考
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
建
築
学
者
、
Ｊ．
ピ
ー
パ
ー
の
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
論
考
（「
聖
な
る
山
―
超
越
へ
と
導
く
も
の
…
…
脱
現
実
化
さ
れ
た
山
上
の
理
想
都
市
・
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」）
を
含
む
教
授
資
格
論
文
も
、
和
泉
雅
人
氏
ら
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
一
九
九
六
年
に
『
迷
宮
―
都
市
・
巡
礼
・
祝
祭
・
洞
窟
…
…
迷
宮
的
な
る
も
の
の
解
読
』
と
し
て
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
（
26
）
。
そ
の
後
も
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
は
、
主
と
し
て
イ
タ
リ
ア
美
術
史
研
究
者
の
あ
い
だ
で
比
較
の
対
象
に
さ
れ
る
か
、
主
要
な
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
水
野
千
依
氏
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ロ
ッ
ト
が
制
作
し
た
ス
ア
ル
デ
ィ
家
礼
拝
堂
の
壁
画
装
飾
に
関
す
る
論
考
（
一
九
九
八
年
）
の
な
か
で
、
そ
の
装
飾
の
着
想
源
の
ひ
と
つ
に
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
が
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
結
晶
さ
せ
た
芸
術
や
、「
留
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
構
造
そ
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
興
味
深
い
推
測
を
行
っ
た
（
27
）
。
ま
た
、
同
氏
は
、
ご
く
最
近
も
、
近
世
の
北
イ
タ
リ
ア
の
終
末
論
的
預
言
や
幻
視
の
伝
達
・
普
及
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
を
解
明
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
創
設
期
の
施
設
を
取
り
上
げ
、
そ
の
形
態
の
表
現
方
法
を
、
創
設
者
の
四
旬
節
説
教
に
関
す
る
手
稿
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
や
受
難
の
玄
義
に
つ
い
て
の
解
説
方
法
と
の
関
係
か
ら
明
察
し
た
論
考
（
28
）
を
発
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
稿
者
自
身
も
、
す
で
に
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
群
に
関
す
る
初
歩
的
な
報
告
（
一
九
九
九
年
）
や
、
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の
唯
一
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
で
あ
る
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
巡
礼
施
設
に
関
す
る
紹
介
（
二
○
○
二
年
）、
並
び
に
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
施
設
の
初
期
の
様
相
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
（
29
）
。
次
い
で
大
野
陽
子
氏
も
、「
対
抗
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」
と
題
し
た
論
考
（
二
○
○
一
年
）（
30
）
に
続
き
、「
対
抗
宗
教
改
革
期
の
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
構
想
」
と
い
う
題
目
の
口
頭
発
表
（
二
○
○
二
年
）（
31
）
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
ク
レ
ア
や
オ
ル
タ
、
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
と
い
っ
た
主
要
な
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
「
中
心
主
題
」
と
「
礼
拝
堂
の
配
置
」、
並
び
に
「
内
125
註（本
ノ
ー
ト
は
、
平
成
十
五
年
度
課
程
博
士
論
文
の
第
一
章
二
節
を
縮
小
し
た
も
の
に
、最
新
の
研
究
動
向
を
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）
一１
　T
ractato
de
licapitulide
passione:Q
uestisono
lim
isteriche
sono
sopra
elM
onte
de
V
arale,
M
ilano,1514.
同
案
内
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」(
上)
」[
藝
叢
」
第
二
十
一
号
（
二
○
○
四
年
）、
三
、
六_
八
頁
を
参
照．
２
　F.Sesalli,B
reve
descrizione
del
Sacro
M
onte
di
V
arallo
di
V
aldelsa
etc.,
N
ovara,1566.;idem
,D
escrittione
del
Sacro
M
onte
diVarallo
diValsesia,N
ovara,1570.;idem
,D
escrittione
delSacro
M
onte
diV
arallo
diV
al’diSesia,N
ovara,1587.
３
　A
.
M
.
U
zzino,G
uida
per
ben
visitare
G
erusalem
m
e
nel
Sacro
M
onte
diV
arallo,V
arallo,1809.;G
.B
ordiga,Storia
e
部
装
飾
」
の
関
係
を
検
証
し
て
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
再
編
構
想
の
独
自
性
と
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
氏
は
、
本
年
五
月
に
も
、「
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
第
36
礼
拝
堂
〈
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
へ
の
道
〉
礼
拝
堂
に
お
け
る
予
型
論
図
像
採
択
の
意
味
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
を
行
い
、
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
わ
る
諸
問
題
を
意
欲
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
32
）
。
結
以
上
、
多
く
の
遺
漏
を
承
知
の
上
で
、
紙
幅
の
許
す
限
り
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
世
界
や
日
本
に
お
け
る
研
究
の
流
れ
と
現
状
を
手
短
に
概
観
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
か
は
、
個
人
の
問
題
意
識
や
置
か
れ
て
い
る
研
究
環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
よ
う
が
、
ま
だ
初
段
階
に
あ
る
日
本
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
（
類
似
施
設
を
含
む
）
研
究
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
126
guida
del
Sacro
M
onte
di
V
arallo,
V
arallo,1830.;M
.Cusa,
N
uova
G
uida
storica,
religiosa
ed
artistica
alSacro
M
onte
di
V
arallo,
ed
alle
sue
adiacenze,
V
arallo,1857.;F.Tonetti,
G
uida
storica
e
pittorica
della
V
alsesia
e
del
Santuario
di
V
arallo,
V
arallo,
1871;
idem
.,G
uida
della
V
alsesia
e
del
M
onte
R
osa,V
arallo,1891
な
ど．
４
　G
otardo
da
Ponte,C
om
e
fu
istituita
e
consacrata
la
giesa
de
M
adonna
Santa
M
aria
in
M
onte,M
ilano,1547.;P.M
origia,
H
istoria
dell’origine
della
gloriosa
M
adonna
delM
onte
posta
sopra
V
arese,
M
ilano,1594.
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
に
関
す
る
そ
の
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、A
a.V
v.,IlSacro
M
onte
sopra
V
arese,
M
ilano,1981
の
巻
末
の
文
献
目
録
が
詳
し
い．
５
　A
.D
urio,‘Il
Santuario
di
V
arallo
secondo
uno
sconosciuto
cim
elio
bibliografico
del
1514’,B
ollettino
Storico
per
la
P
rovincia
di
N
ovara,
192,
Fasci.II,
pp.
117–139.;
idem
,
‘Francesco
Sesallie
la
prim
a
‘D
escrittione’delSacro
M
onte
di
V
arallo,’B
ollettino
Storico
per
la
Provincia
di
N
ovara,
X
X
,fasci.II,1927,pp.167–178.;idem
,‘Francesco
Sesallie
la
prim
a
‘D
escrittione’del
Sacro
M
onte
di
V
arallo,’B
ollettino
Storico
per
la
Provincia
diN
ovara,X
X
I,fasci.IV,1927,pp.
379–396.;idem
,B
ibliografia
del
Sacro
M
onte
di
V
arallo
e
della
C
hiesa
di
Santa
M
aria
delle
G
razie
annessa
al
Santuario
1493–1929,B
ollettino
Storico
per
la
Provincia
di
N
ovara,A
nnoX
X
III-1929,pp.357–405
な
ど．
６
　
主
な
も
の
にF.G
hilardi,San
V
ivaldo
in
T
oscana,
Firenze,
1895.;idem
,‘La
Chiesa
e
le
Cappelle
diS.V
ivaldo
(spigolature)’,
M
iscellanea
Storica
della
V
aldelsa,
X
V
I,1908,pp.31–55.;
idem
,G
uida
al
Santuario
di
S.V
ivaldo,
C
astelfiorentino,
1936
等
が
あ
る．
そ
の
他
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ト
ス
カ
ー
ナ
管
区
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
‘エ
ル
サ
レ
ム
’」「
芸
術
学
研
究
」
第
６
号
、
二
○
○
二
年
、
十
五
頁
以
降
の
註
を
参
照．
７
　M
.
Sartorio,Il
Santuario
di
S.
M
aria
del
M
onte
sopra
V
arese,
M
ilano,1839.;S.Langé,‘Problem
atiche
em
ergenti
nella
storiografia
sui
Sacri
M
onti’,in
A
a.V
v.,Sacri
M
onti.
D
evozione,arte
e
cultura
della
controriform
a,1992,M
ilano,
p.2.
８
　P.C.B
rookes,‘T
he
SacriM
ontiofLom
bardy
and
Piem
onte’,
T
he
C
onnaisseur,1974,H
eft750,pp.286–295.
９
　R
.W
ittkow
er,‘I
Sacri
M
onti,delle
A
lpi
italiane’,Idea
e
127
im
m
agine,
Studi
sul
R
inascim
ento
italiano,
T
orino,1992,
pp.321–338
（
原
本
はIdea
and
im
age.Studies
in
the
Italian
R
enaissance,London,1978.
）
10
G
.K
ubler,‘Sacred
M
ountains
in
E
urope
and
A
m
erica’,in
G
.
K
ubler
et
alt.,C
hristianity
and
the
R
enaissance
—
Im
age
and
R
eligious
Im
agination
in
the
Q
uattrocento,
N
ew
York,
1990,pp.413–441.
11
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
に
関
す
る
一
九
五
○_
七
○
年
頃
の
美
術
史
的
、
建
築
史
的
研
究
は
数
多
い．
個
々
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
G
.T
estori,Il
gran
T
eatro
m
ontano.Saggi
su
G
audenzio
Ferrari,M
ilano,1956
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
目
録
を
参
照．
12
拙
稿
「
フ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
…
…(
上)
」
前
掲
論
文
、
四_
五
頁．
二13
K
.A
.K
neller,G
eschichte
der
K
reuzw
egandacht
von
den
A
nfängen
bis
zur
völligen
A
usbildung,1957,Freiburg,1908,
SS.22–24.
14
E
.K
ram
er,K
rezuw
eg
und
K
alvarienberg.H
istorische
und
baugeschichtliche
U
ntersuchung,
Studien
zur
deutschen
K
unstgeschichte,B
and
313,K
ehl/Strassburg,1957.
15
L.A
ndergassen,‘K
alvaria
am
K
ofel’,D
er
K
ofelin
K
astelruth,
K
astelruth,1990,SS.47–114.
16
W
.B
runner,‘E
uropäische
K
alvarienberge’,in
W
.B
runner
et
alt.,C
alvario
T
od
und
Leben,G
raz,1992,S.136.
17
C.D
ebiaggi,A
cinque
secolidalla
fondazione
delSacro
M
onte
diVarallo.Problem
ie
ricerche,V
arallo,1980,pp.24–27,nota.
41.
18
G
.G
entile,‘E
vocazione
topografica,com
posizione
diluogo
e
tipologia
dei
Sacri
M
onti’,in
Sacri
M
onti.
D
evozione…
op.
cit.,
pp.
90–91.;idem
,‘D
a
B
ernardino
Caim
i
a
G
audenzio
Ferrari.Im
m
aginario
e
regia
del
Sacro
M
onte’,de
V
alle
Sicida,
periodico
annuale,Società
V
alsesiana
di
C
ultura,
A
nno
V
II,n.1/1996,pp.207–287,pp.226–230.
19
ピ
エ
モ
ン
テ
州
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
の
計
九
つ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
が
、
二
○
○
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
二
○
○
四
年
十
月
十
二-
十
六
日
に
か
け
て
モ
ン
カ
ル
ヴ
ォ
等
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム．
日
本
か
ら
も
本
学
の
守
屋
正
彦
教
授
が
出
席
し
、「
日
本
美
術
に
お
け
る
聖
な
る
山
と
巡
礼
」（Il
Sacro
M
onte
e
il
pellegrinaggio
nell’arte
giapponese
）
と
題
し
た
口
頭
発
表
を
128
行
っ
た．
二
○
○
六
年
二
月
に
ク
レ
ア
の
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
たA
cura
di
A
.B
arbero
e
S.Piano,R
eligioni
e
Sacri
M
onti,
A
tti
del
convegno
Internazionale,
T
orino,
M
oncalvo,Casale
M
onferrato
12–16
ottobre
2004
は
、
そ
の
会
議
録
で
あ
る．
20
L
.Z
anzi,‘Introduzione’,A
cura
dei
L
.Z
anzi
e
P.Z
anzi,
A
tlante
deiSacriM
ontiprealpini,M
ilano,2002,p.14
e
nota
10.
21
idem
,‘G
erusalem
m
e
nelle
A
lpi.Per
un
A
tlante
dei
Sacri
M
onti’,op.cit.,pp.67–69.
三22
一
九
八
九
年
六
月
十
七
日
開
催
の
美
術
史
学
会
東
支
部
例
会
で
の
口
頭
発
表．
併
行
し
て
、
福
原
敏
男
氏
に
よ
る
「
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
と
巡
礼
」
と
い
う
題
目
の
口
頭
発
表
も
行
わ
れ
た．
23
坂
本
満
「
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
巡
礼
地
「
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」」
[
歴
博
」
六
三
号
、
一
九
九
四
年
二
月
、
四_
五
頁．
24
同
右
「
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
小
型
群
像
と
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」
[
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第
一
一
四
集
、
二
○
○
四
年
二
月
、
一_
二
三
頁．
25
M
.Praz,Il
giardino
dei
Sensi:
Studi
sul
m
anierism
o
e
il
barocco,
M
ilano,1975
（
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
著
、
若
桑
、
他
訳
、
第
五
部
　
バ
ロ
ッ
ク
の
宇
宙
「
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
礼
拝
堂
」『
官
能
の
庭
│
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
・
エ
ン
ブ
レ
ム
・
バ
ロ
ッ
ク
』
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
二
年
、
五
五
六_
五
六
四
頁)
．
26
J.
P
iep
er,
‘3.
D
as
H
inw
egführende:
D
ie
entw
irklichte
A
rchitektur’,
D
as
L
abyrinthische
—
Ü
ber
die
Idee
des
V
erborgenen,
R
ätselhaften,
Schw
ierigen
in
der
G
eschichte
der
A
rchitektur,
B
raunschw
eig/W
iesbaden,
1987,
SS.
86–106
（
ヤ
ン
・
ピ
ー
パ
ー
著
、
和
泉
、
他
訳
、
第
三
章
「
聖
な
る
山
│
超
越
へ
と
導
く
も
の
…
脱
現
実
化
さ
れ
た
山
上
の
理
想
都
市
・
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」『
迷
宮
│
都
市
・
巡
礼
・
祝
祭
・
洞
窟
…
…
迷
宮
的
な
る
も
の
の
解
読
』
工
作
舎
、
一
九
九
六
年
、
一
二
九_
一
五
七
頁)
．
27
水
野
千
依
「
絵
画
の
語
り
、
聖
劇
の
語
り
│
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ロ
ッ
ト
作
ス
ア
ル
デ
ィ
家
礼
拝
堂
フ
レ
ス
コ
画
装
飾
を
め
ぐ
っ
て
」[
美
術
史
」
一
四
五
冊
、
一
九
九
八
年
、
特
に
一
四
七_
一
四
八
頁．
28
同
右
「
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
創
設
期
に
お
け
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
イ
ー
ミ
の
構
想
│
〈
場
の
記
憶
〉
と
〈
心
の
巡
礼
〉」
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
〔G
E
N
E
SIS
〕
第
129
９
号
、
二
○
○
五
年
、
一
九
六_
二
一
五
頁．
29
拙
稿
「
16
世
紀
前
半
の
イ
タ
リ
ア
美
術
と
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」
[
鹿
島
美
術
研
究
」
年
報
第
16
号
別
冊
、
鹿
島
美
術
財
団
、
一
九
九
九
年
十
一
月
、
八
三_
一
○
二
頁．
拙
稿
「
ト
ス
カ
ー
ナ
管
区
…
」
前
掲
論
文
、
九_
二
二
頁．
拙
稿
「
フ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
…
…
（
上)
」
前
掲
論
文
、
一_
三
四
頁．
拙
稿
「
フ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」(
下)
」「
藝
叢
」
第
二
十
二
号
（
二
○
○
六
年
）、
四
九
_
七
四
頁．
30
大
野
陽
子
「
対
抗
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」[
鹿
島
美
術
研
究
」
年
報
第
18
号
、
鹿
島
美
術
財
団
、
二
○
○
一
年
十
一
月
、
三
八
七_
四
○
一
頁．
31
二
○
○
二
年
五
月
十
七
日
の
鹿
島
美
術
財
団
賞
授
賞
式
で
の
口
頭
発
表．
32
二
○
○
六
年
五
月
開
催
の
第
五
十
九
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
(
二
十
八
日)
で
の
口
頭
発
表．
（
せ
き
ね
　
ひ
ろ
こ
）
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